
 

 

 

 

 

 

 

 

「伊藤慶二
いとうけいじ

 祈・これから」を開催します 
 

 

岐阜県現代陶芸美術館では、特別展「伊藤慶二 祈・

これから」を開催します。 

伊藤慶二（1935年生まれ）は、土岐市出身、現在も同

地を拠点に制作を続ける作家です。武蔵野美術学校（現・

武蔵野美術大学）で油画を学んだ後、美濃へ戻り岐阜県

陶磁器試験場に勤めた伊藤は、陶磁器デザイナーの

日根野作三
ひ ね の さ く ぞ う

（1907-1984）との出会いなどを通じ、本格的

に陶芸の道に入りました。 

多岐にわたる伊藤の創作を貫くものは、ひとの精神、

生活、そして社会に対する真摯なまなざしです。寡黙な

がら、確かな手触りと存在感を抱えるその作品は、私た

ちを取り巻く社会、日々の生活、当たり前に在るものご

との根底への思索を誘います。 

本展では、今年９０歳を迎える伊藤慶二のまなざしが伝わる「HIROSHIMA」「沈黙」「尺度」「いのり」などの

代表的なシリーズ、そして新作となるインスタレーションを通じて、その足跡と、とめどない創作の現在地を

紹介します。 

 

１  会  期  令和７年６月２８日（土）～ ９月２８日（日） 

２  休 館 日    月曜日（ただし、７月２１日、８月１１日、９月１５日は開館） 

７月２２日（火）、８月１２日（火）、９月１６日（火） 

３  会 場  岐阜県現代陶芸美術館 ギャラリーⅠ（多治見市東町４－２－５） 

４  観 覧 料  一般１,０００円、大学生８００円、高校生以下無料 

５  主  催  岐阜県現代陶芸美術館 

６  共  催  中日新聞社、ＣＢＣテレビ、ＣＢＣラジオ 

７  関連催事   

■アーティストトーク「伊藤慶二 これまで・これから」 

   日時 ７月１３日（日）１４：００～１５：３０ 

   登壇 伊藤慶二、板橋
いたばし

廣
ひろ

美
み

（陶芸家）、長瀬
ながせ

夕子
ゆうこ

（小山
こやま

登
と

美夫
み お

ギャラリー ディレクター） 

   会場 セラミックパークＭＩＮＯ イベントホール 

   聴講無料（要観覧券）・要事前申込（LoGoフォーム）受付開始６月６日（金）１０：００～ 

令和７年５月３０日（金） 岐阜県発表資料 

担 当 課 担  当 担 当 者 電話番号 

岐阜県 

現代陶芸美術館 

展覧会担当 

広報担当 

林 

松浦 

代表  0572-28-3100 

ＦＡＸ 0572-28-3101 

多治見市政記者クラブ同時配布資料 

岐阜県政記者クラブ加盟社各位 

伊藤慶二《抱擁》2015年 樂翠亭美術館蔵 

 



■ワークショップ「土とあそぶ・“原土の名刺”をつくる」 

日時 ７月１９日（土）１３：３０～１５：３０ 

講師 岩島
いわしま

利幸
としゆき

（カネ利陶料会長） 

会場 岐阜県現代陶芸美術館、セラミックパークＭＩＮＯ作陶館 

定員 １５名   

参加費 １，５００円 要事前申込（LoGoフォーム）受付開始６月１３日（金）１０：００～ 

 

■ワークショップ「あなたのための陶額をつくろう」 

日時 ８月２日（土）１３：３０～１５：３０ 

会場 岐阜県現代陶芸美術館、セラミックパークＭＩＮＯ作陶館 

定員 １５名 

参加費 １，５００円 要事前申込（LoGoフォーム）受付開始６月２０日（金）１０：００～ 

 

■ギャラリートーク（当館学芸員による展示解説） 

日時 ７月６日（日）、８月３日（日）、９月７日（日） 各日１４：００～ 

聴講無料・事前申込不要・要観覧券（高校生以下は無料） 

 

 

 

ホームページ：https://www.cpm-gifu.jp/museum/ 

岐阜県現代陶芸美術館 検索 





伊藤慶二
伊鵬慶二(1935年生まれ）は． 岐●稟土岐市出身、 現在も同地を拠点に鯖作を繰19る作事です． 震竃II●術学校（現・武●

野美術大学）で漏繭を学んだ後、 舅濃へ震り鰻皐貫陶磁尋試験湯に勤めた伊薦は、 陶磁器デザイナーの日機聾作三(1907

-1984)との出金いなどを過じ、 本格的に陶芸の遍に入りました． クラフトの塁から姶まった伊轟のや●ものの創作は、 すぐ

に陶による遣形、 オプジェヘと絋がりをみせ、 多様なメディウムを取り入れながら、 軽やかに、 ●在に属闘していきます．

多岐にわたる伊●の創作を貫くものは、 ひとの精神、 生活、 そして社会に対す•l1摯なまなざしです． 寡瓢ながら．IIかな手触

りと存在愚を抱えるその作晶は、 私たちを駐り鬱く社会、 日々の生活、 当たり蔚に在るものごとの檀艦への息●を霞います．

本属では、 今年90績を迎える伊薦慶二のまなざしがfiiわる「HIROSHIMA)『沈黙J「尺震」「いのり」などの代皇的なシリーズ、

そして新作となるインスタレーションを通じて． その足躊と、 とめどない創作の現在地を紹介します． 黙々と、 生きるま重に作り麟

ける伊菖の創作活動は、 過去、 今， 未東への間いであり、 祈りのようにも感じられます．
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アーティスH-9「伊藤慶二これ皇で•これから」
勾25螂99139(9) u:“卜～95:“
●●：セラミックパー9M9NOイベントホール

．．：伊●●二，●●●●9...,』●●夕99令由量●●..,リー’“9•→
．．．料く●●●●9●●●●●込'"ーム）
・子としてごく●●で●●●二＂彎●と9竃．．てきた●●●●さんと、

・内外のアートシーンで伊●●二●●●●介している曇●夕子9ん、今•
を知るお二人e●えてのアーティス日トー,.
【●付●●：6月99（●）":“卜～）

ワークシ·ップ「土とあそぷ•“●土の名胴．をつくる」
れ）お●9月999（土） 99：算～99:"
．．：●●●●代●●●●●●●9ミ,,バーク"'田H"U●
●●：●●綱●9カ拿“日は●●｝
●●:l5●
●加貴：l．500円 ●●●●込99•ーム）
●土と人が●●うとき、そこに鴨が●いだされ•のでしょうか．土●の●●
さんが見つ99たさ裏ざ裏な●土にふれ．遍び．．じとったこと●●にして、そ
れぞれの9●土の名"」•作り重す．

9曼付●●：99139（●） lO:OO~1 
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ワークシ•ップ「あなたのための冑額をつくろう」
2025●8月2日（土） 13:30~lS:30 
●●：●●●●代●●●●●｀セ9999バー9M9N01,..
定員：95名
●加●：1．sa訥 ●●●●込く9ヽーム9
●景●●にあらわれる●々な「●」に注●して，●●●いてみ置しょう．そし
て蟻いた●のための、．．の●●●つくり•T.
I●付●●：9月m日（●）",..~(

ギャラリー トーク
●●零蓋員が●示麟●奮行い裏,.
a●:X99●799日（日）、•99●(a)999B(a) •au:“I~ 
疇●●料9●●●●9�●●●込不•

こどもむかデー

a●:”’'隼99パ9（土）．299(O)
●●●内にゆったりスベースe●●し●す．この9の●●●Uおし●ぺり
9ェルカム．小さなお子さんともリ999スしてお●ごしください．

麟
＂
曾

►

だ
●

ら

9
鵬

も

.
算

a』

．
で

は卜

ご
・

．
．
 

1
“
.

”
 

皿
5

竃
●
'

.

.
 2
 

・
は
し

て
｀

．”
ぃ

ロ
，
ヽ

9
に
ご

“
.
が

“
5
5
 

"
t
E
 

•
9
9』

・
ン

5

會
ベ

し
イ
・

に
•
に

．
．
．
 

e
 .
.
 

.
 』
算
ご

9拿鳳..．↑皇•9●●●nT,―●●鼻·

冨喜：言攣
I!!烹凹壁虫•如如9 ●●●99999 ＿ーぶ．“•99,9•- · ' 
"1OS99’’9900、^“"”..,
--“ — -[ ·, . 

X•一 ，

顕謳疇


